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生 年 月　1983年 6月長野県生まれ
最終学歴　 2009年日本大学大学院
　　　　　 理工学研究科建築学専攻

修了
業務経歴　 2009年㈱東畑建築事務所

入社
　　　　　 現在、本社オフィス東京

設計室　主任技師
●担当した主なプロジェクト
2012年　 堺市人権ふれあいセンター
2013年　 上京区総合庁舎
2014年～ 明石駅前南地区第一種
　2017年 市街地再開発事業
2015年　 エクセディ伊賀上野事業所
2016年～ 堺市原池公園野球場
　2019年

■青年技術者のことば
公共施設から民間施設まで、用途
も様々ですが、これまで多くのプ
ロジェクトに携わってきました。
建築（建物）はその建築（建物）
のみで完結するのではなく、都市
（社会）に対して、または利用者、
はたまた私が設計した建物を通り
すがった街行く人々に何が提案で
きて、何が具現化できるのかを追
及してきたと思っています。
建設地へ訪れた際、その場所に
あった歴史や文化といったものを
大事にしたいと思っています。今
まで慣れ親しまれていたものが新
しく生まれ変わる際、何か今まで
蓄積されていたものに新しい息吹
を与え、違うかたちで次世代へ継
承できないかと思っています。デ
ザインひとつとっても、一過性の
時流に沿った意匠ではなく、将来
にわたって利用者や街行く人々に
親しまれる永続性のある普遍的な
ものを提案していくことで、建築
の価値を高め、都市（社会）に対
して貢献できると思っています。
今後、人口減少や超高齢化社会に
向けて「陰」のイメージが強い日
本社会ですが、TOKYO2020や万博
といった明るいニュースも多々あ
ります。その都度、古い概念に囚
われず、新たな可能性を模索し、50
年後のあるべく姿を思い描きなが
ら、設計を心掛けたいと思います。
今回、青年技術者選考資料を作成
するにあたり、過去の私とも向き
合うことができました。また、当
時の施主（担当者）の笑顔も沢山
思い出すことができました。これ
からも沢山の笑顔を増やせるよう、
日々研鑽に励みたいと思います。
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明石駅前南地区第一種市街地再開発事業（施設棟）

2階公共広場全景

上京区総合庁舎

エクセディ伊賀上野事業所

明石駅前広場より公共広場入口を望む 施設棟屋上を望む

前面通りより、庁舎全景を望む エントランス階段

エントランスホール 建物全景を望む


